
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 4

事務事業名 庁舎管理事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 庁舎管理規則

 飯田市地域交流センター条例

  

事業目的
対象 市役所本庁舎、りんご庁舎

意図 本庁舎、りんご庁舎の適正な管理

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

光熱水費、維持管理費用等の軽減を図るための検討が必要である。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
本庁舎及びりんご庁舎の施設の維持管理、保守点検業務などを行

います。
本庁舎：消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕費 34,938

本庁舎：通信運搬費、保険料、手数料 33,447

本庁舎：施設管理、設備保守点検業務委託料等 56,562

本庁舎：事務用機器借上料、駐車場借上料等 17,942

りんご庁舎：消耗品費、光熱水費等 5,582

りんご庁舎：施設管理業務委託料 10,045

りんご庁舎：共用管理負担金 18,088

  

  

その他の経費 4,860

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
本庁舎 箇所 1 1   

りんご庁舎 箇所 1 1   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 181,464 (県)　県特例処理事務交付金　7,000千円

(そ)　他会計等負担金　16,116千円、庁舎光熱水費負担金　660千円

　　　職員駐車場借地料負担金　4,328千円、電話使用料　30千円

　　　コピーサービス　180千円、総務文書課雑入　2,461千円　

　　　地域交流センター使用料　400千円、他会計等負担金　1,800千円

　　　コピーサービス　1千円、総務文書課雑入　36千円

国庫支出金 0

県支出金 7,000

地方債 0

その他 26,012

一般財源 148,452

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
1  10

 
1

147,378

0
総務一般管理費

2    1 2 1
 

15  10
 
1

34,086

0
地域交流センター管理費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 4 事業名  庁舎管理事務 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

庁舎管理 〇   × ×× × － ×× － ○

庁舎管理  〇  × × × － × －  

庁舎管理   〇 ×× － － × × ×  

廃棄物置場管理 〇   ○ － － － － ○  

駐車場管理 〇   ○ － ○ － ○ －  

廃棄物の処理及び清掃に関する法

律
廃棄物の管理・保管・排出の適性化   

業務用冷凍空調機器の適正管理と

点検等の実施、廃棄時の書類の保

存

   

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

空調をはじめとする機器・設

備の使用による、電気、ガス

等エネルギーの大量使用

・空調設備を集中管理し適度

な温度に保つことによる電気

、ガス等のエネルギー消費の

抑制

・庁舎周辺の緑地の管理や夏

季におけるグリーンカーテン

の取り組みを、アダプト方式

で各課職員で行うことによる

、エネルギー使用の抑制と職

員の意識の向上

 電気の消費量の抑制

年間を通して

電気消費量を対前年比98%に抑制

・エアコンの集中管理

・エアコンの適正な温度設定の呼びかけ

・室内照明のこまめな消灯

 

 

 

 

 ガス消費量の抑制

年間を通して

ガス消費量を対前年比98%に抑制

・エアコンの集中管理

・エアコンの適正な温度設定の呼びかけ

 

 

 

 

 グリーンカーテンの設置及び管理

5月～10月

効果的・適正に管理されている

・5月植えつけ、10月撤去

・専門家による指導

・アダプト方式による管理

 

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 5

事務事業名 文書法制事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 行政機関の保有する情報の公開に関する法律

 個人情報の保護に関する法律

 公文書等の管理に関する法律、飯田市文書管理規程

事業目的
対象 市が保有する公文書

意図 適切な文書管理により、住民及び職員が利用しやすい状態にします。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

庁舎移転に係る対象部署に対して、文書管理をより適正に行うための新たなファイリングシステムを導入しました。

今後は導入したシステムの質を高め、適正な文書管理業務を維持定着させるために、職員の意識を変えていくような

取組を継続して行っていく必要があります。また未導入部署について今後の導入を検討します。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
市外への文書の発送、市外からの文書の収受及び市内部で文書に

よる情報の伝達をします。

行政資料コーナーにおける行政資料の頒布及び情報提供を行いま

す。

適切な文書の保管、保存及び廃棄のための指導を行います。

情報公開及び個人情報保護に係る総合的な調整を行います。

例規の審査、議案集の作成及び例規集データベースの更新を行い

ます。

法制執務に関する職員研修を実施します。

議案の調製を行います。

文書管理適正化事務 3,723

文書配布事務 27,171

法制執務事務 5,611

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
前前年度分文書の引継又は廃棄を終えた部署 課等 30 30   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 36,505  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 36,505

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
1  10

 
4

30,894

0
文書管理費

2    1 2 1
 
1  10

 
5

5,611

0
法制執務費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 5 事業名  文書法制事務 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 6

事務事業名 公平委員会事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 地方公務員法

 職員団体の登録に関する条例

  

事業目的
対象 職員及び職員団体等

意図 中立的委員会としての責務を全うする。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

条例に基づき、職員団体３団体の登録を行いました。

県内及び他県の公平委員会との情報交換を図るため、総会及び研修会に参加しました。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
１　委員会の開催

 (1) 職員の勤務条件に関する措置の要求を審査し、判定し、必要

な措置をします。

 (2) 職員の不利益な処分についての不服申し立てに対する裁決又

は決定を行います。

 (3) 職員の苦情を処理します。

 (4) 職員団体を登録します。

 (5) 管理職員等の範囲を定めます。

２　全国公平委員会連合会及び長野県公平委員会連合会等の事業

活動へ参加します。

定例委員会の開催 （２回） 60

総会又は研修会への参加 245

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
定例委員会の開催 回 2 2   

総会又は研修会への参加 回 3 3   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 305  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 305

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
1  11

 
1

305

0
公平委員会費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 6 事業名  公平委員会事務 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 9

事務事業名 車両管理事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 飯田市車両管理規程

  

  

事業目的
対象 庁用車及び総務文書課共有管理車両

意図 良好な状態を維持します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

公用車の適正な整備点検の実施と、経年劣化により老朽化した車両の更新を行います。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
庁用車の使用状況の把握を行い、整備・定期点検を行うとともに

、老朽化した公用車の更新を行います。

マイクロバスの運行管理業務を行います。

車両整備担当職員賃金 2,023

消耗品費、燃料費、修繕料等 14,180

保険料 4,920

マイクロバス運転業務委託料 10,055

有料道路通行料等 7,240

自動車購入費 6,750

  

  

  

その他の経費 583

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
総務文書課管理の車両台数 台 29 28   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 45,751  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 45,751

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 
4  10

 
1

45,751

0
車両管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 9 事業名  車両管理事務 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

自動車関係廃棄物

の発生
〇   × × － － × －  

燃料の消費 〇   ×× － ×× － ×× － ○

エコカー購入 〇   ○ － ○ － ○ －  

洗車場の排水  〇  × × － － × －  

軽微な修繕  〇  × × － － － －  

車両の廃棄  〇  － × × － － －  

車両からのフロン

ガスの漏えい
  〇 × － ○ － － －  

使用済み自動車の再資源化に関す

る法律

自動車廃棄時の適正処理のためのリサイクル券の保管、引取

り証明書の保管
  

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・燃料の消費によるCo2の排出

・車両事故による燃料やフロ

ンガスの漏えい

・エコドライブを推進するこ

とによる燃料消費の抑制と交

通事故の防止

・エコカー購入や整備工場で

の定期的な点検・整備による

燃費性能の向上とCo2排出の抑

制

 燃料の消費

年間を通して

ガソリン・軽油の消費量を対前年

比98%に抑制する

・燃費性能の良い車両導入

・公共交通機関の利用促進

・安全運転への注意喚起

・アイドリングストップの実施

 

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 42

事務事業名 情報システム事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 電子計算機事務管理規則

 情報セキュリティポリシー

  

事業目的
対象 情報資産

意図 適切な運用管理

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

システム等の利用状況の把握を行い、適切な運用管理を維持していく必要があります。

標的型サイバー攻撃等セキュリティ脅威から情報資産を守るため、情報セキュリティ対策を維持していく必要があり

ます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・住民情報システム、庁内事務システム及びインターネットに関

連した各システムの運用管理、パソコン・情報通信機器等の維持

管理及び保守業務などを行います。

・情報セキュリティ対策の維持に関するシステム等の運用管理業

務を行います。

システム等保守業務経費 59,580

システム機器等使用経費 140,395

機器等購入・工事修繕経費 10,013

システム利用等負担経費 10,759

  

  

  

  

  

その他の経費 9,544

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
情報インシデント発生件数 件／年 0 0   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 230,291 （国）番号制度補助金　8,722千円（２／３ ： 3,846千円、10／10 ： 6,158千円）

（そ）戸籍システム共同利用負担金　16,529千円

（そ）メール配信システム共同利用負担金　129千円
国庫支出金 8,722

県支出金 0

地方債 0

その他 16,658

一般財源 204,911

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 

13  10
 
1

38,082

0
情報管理費

2    1 2 1
 

13  10
 
2

141,046

0
住民情報システム管理費

3    1 2 1
 

13  10
 
3

28,906

0
庁内事務システム管理費

4    1 2 1
 

13  10
 
5

5,811

0
インターネット情報発信管理費

5    1 2 1
 

13  10
 

15
14,269

0
情報セキュリティ対策事業費

6    1 2 1
 

13  10
 

16
2,177

0
電子申請届出システム管理費

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 42 事業名  情報システム事業 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般財源 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 43

事務事業名 データ放送システム運営事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 南信州定住自立圏共生ビジョン

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 データ放送システム

意図 適正な運用管理

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

データ放送コンテンツの充実と魅力を高め、多くの方に利用してもらえる情報媒体になるよう、庁内外の関係者と連

携し、情報発信を行う必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・データ放送の安定稼働を維持するため、システム及び関連設備

・機器の運用管理業務を行います。
機器保守・業務委託料 1,887

システム・機器設備使用料 3,439

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
記事掲載数 件／年 1,300 1,300   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 5,326 （そ）データ放送システム共同利用負担金（喬木村）

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 1,351

一般財源 3,975

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 1
 

13  11
 
7

5,326

0
データ放送システム運営事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 43 事業名  データ放送システム運営事業 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 1 事業No. 59

事務事業名 統計事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 総務文書課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 統計法

  

  

事業目的
対象 国で実施する基幹統計調査等

意図 統計調査の適正な実施

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

個人情報保護意識の高まり、騙り調査の増加、調査員の高齢化による新規調査員の人員不足など、統計調査を実施す

る環境が厳しくなっていますが、正確かつ効率的な調査を実施します。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
国が実施する基幹統計調査を受託して実施します。

経常統計調査である学校基本調査（毎年）、工業統計調査（毎年

）と、調査員確保対策事業を実施します。

臨時統計調査である住宅・土地統計調査、経済センサス‐基礎調

査（準備事務）、平成３２年国勢調査調査区設定（準備事務）、

２０２０年世界農林業センサス（準備事務）を行います。

統計調査総務費 1,958

経常統計調査費 872

臨時統計調査費 4,237

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
経常統計調査 調査 2 2   

臨時統計調査 調査 2 4   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 7,067 （県）統計調査委託金（経常調査）　872千円

（県）統計調査委託金（臨時調査）　4,237千円国庫支出金 0

県支出金 5,109

地方債 0

その他 0

一般財源 1,958

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 5
 
1  10

 
1

1,958

0
統計調査総務費

2    1 2 5
 
2  10

 
1

872

0
経常統計調査費

3    1 2 5
 
2  11

 
1

4,237

0
臨時統計調査費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 59 事業名  統計事業 総務文書課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 


